
日照、圧迫感、そして景観やまち並みなど市街地の環境を守るため
戸田市で建物の高さ規制が計画されています

適用除外地域 戸田駅前、北戸田駅前など 制限なし 

商業地域で容積率 400％ 中央通りの一部、17 号沿いなど 45m
（15 階程度）

近隣商業地域で容積率 300％ 市役所前通り役所近辺、中央通りの新
曽南までなど

35m
（10 階程度）

準工業・工業・近隣商業地域で
容積率 200％ 

主な美女木、笹目地区、氷川町、新曽南
の一部、川岸・中町・下前の一部など

30m
（7〜8階程度）

第1種/2種、高層住居専用/住居地域
準住居地域で容積率 200％ 

美女木の一部、主な笹目地区、下戸田地区
上戸田、本町地区
新曽南、新曽地区など

25m
（5 階程度）

ふるさと創造資金県助成 （地域元気アップ協働事業）
美しい景観のまちづくり事業

（1,100 万円）
後谷公園の南東角地部分の改善を図り、快適な空間として再
生し、市民が主体となって景観を推進

花のまちづくり
（510 万円）

花苗の栽培に高齢者や障がい者の雇用の場を創出し、市民ボ
ランティアの活動拠点として市民参加できるようにする

戸田ヶ原自然再生事業
（420 万円）

道満グリーンパーク周辺に戸田ヶ原の自然を再生し、自然と
共生するまちづくりをボランティア団体などとともに推進

夢チャレンジ事業県補助金：上戸田商店会イルミングが 700( 千円）で採択
客数の減る冬場に、イルミネーションで店先や街路樹に飾る。また、サービス券を配布し商
品を購入した客に他の賛同商店のサービス券を配り、消費の連鎖を図る

後期高齢者医療制度廃止のための請願
夫婦でも 75 歳以上は、保険料を別々に負担、扶養家族だった 75 歳以上も負担、保険料が
年金天引き（税金増額の人がいる）、保険料が上がる人がいる、かかりつけ医なしの方は他
の病院にかかれない、月額 6,000 円の包括医療で簡易診療に、終末期医療で医療機関に支
援料、70 歳～ 74 歳の窓口負担が 2 割などの問題点が多い後期高齢者医療制度廃止を国に
求めるべく請願をとりあげようとしましたが

自民党・公明党の反対で不採択となりました

平成 20 年度主な予算（その 2　目玉施策）

なかしまマニフェストの実行！
8月に政務調査費公開

（会派として約3,800万円返還）

いつまでも住み続けたくなる
夢と希望の溢れる埼玉県を創造 !
子育て真っ最中の
埼玉県議会議員 なかしま 浩一
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こちらから出向いて相談に応じます。
県民のみなさんの声を寄せてください。

プロフィール
1961 年	 富山県出身
1980 年	 県立富山高校卒業
1984 年	 慶應義塾大学卒業
2002 年	 戸田市議会議員（2期）
現職	 環境農林常任委員
	 少子・高齢福祉社会特別委員
	 エコライフDAY実行委員
	 NPO「まち研究工房」
	 NPO「IT ボランティアの会」
	 戸田第二小学校 PTA会長
	 戸田シティ子ども会会長

県政ニュース
四方山話し……

民主党市議会議員候補公募
来年１月の市議会議員選挙で立候補される方を公募。
我こそはと思われる方々の応募をお待ちします。（詳しくは本誌連絡先まで）

脳鍛えて物忘れ防止
１．脳の３機能を意識して鍛錬
・計画力：旅行の計画を事前に練る
・エピソード記憶力：出来事を思い出し日記に
・注意分割力：同時に複数の料理を作る
２．鍛錬の目標は少し高めに
・達成したらまた少し上を目指す
３．継続は力なり
・仲間といっしょだと励みになり、会話が刺激に
ねずみは１つの箱に集団で飼った方が脳のつな
がりが増える
４．運動の習慣で血流を改善
・まず１日７０００歩を目標にウオーキング
５．栄養をきちんととる
・魚（特に青魚）や野菜、果物を食べる
　青魚：ＤＨＡ、ＥＰＡといった脂肪酸に血栓
を防ぐ効果、血液がさらさらになる

焼くと魚油が減るので、たまにはムニエルや煮
びたし、刺身で。骨まで柔らかく煮ればカルシ
ウムもとれて一石二鳥
６．規則正しい生活を心がける
・ぐっすり眠って頭すっきり
毎日の積み重ねで習慣にすることが予防に

■みどりと川の再生

■行革日本一 ■女性のチャレンジ支援

自動車税収入額の 1.5% 相当額
（1 台あたりおよそ 500 円）

県民・事業者からの寄付

・水源地域の森林を針広混交林や広葉樹の森に再生
・都市周辺の多様な生物が暮らす水辺空間や平地林等の公有地化
・校庭芝生化、太陽光発電設置、屋上・壁面緑化

H20 H21 H22 H23
定　数 △ 160 △ 170 △ 170 △ 170

退職者 約 380 約 320 約 340 約 340

　県民 1 万人あたりの職員数
現状 13.5 人を 11 人台に

（全国平均 26.0 人）

予算 7 億 8 千万円

・男女共同参画推進センター（With You さいたま）
の中に女性キャリアセンターの設置

・再就職支援のための職業訓練
・母子家庭の母等の職業的自立支援
・保育所／企業内保育所整備促進

彩の国みどりの基金
（約 14 億円）

日本一川の面積が多い「川の国　埼玉」の実現


